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マメシンクイガの幼識の死亡率，特に大豆の爽及び

種子の生長と厚さとの閥係

(害識と寄主作物との生態皐的研究.第3平10

西島浩

(北海道犬寄生良事部昆虫塾教室〕

Studies on the larval mortality of the soybean pod borer， Gl'(fp1tοlithn 

f/r'Icini電)Ql'ella， MATSUMURA， with special reference to the growth and 

thickness of the soybean pod and seed. 

(Ecological studieョoninjurious inse巴tand its host crops. 3) 

By 

YUTAKA NISHl]IMA 

I 緒 主主-
Eコ

マメシンクイガの幼虫の大If英内に於ける死

亡さ容は一般に向く， JI.つ品;fmUlli'C有l濯がるるとと
が織背されている(岡山・思搾， 1952， '53) 0 '1'fl始幼

虫j切に於けるかかる死亡率の~\，::異ぽ，虫容に宝Jず

る布If秒jの向、trl¥性能桃の 1つの主要な特徴として

あげられ，従来多数の例が知られている o (LEES， 

1926; ROEMER at al.， 1938; PAINTER， 1936， 

'4]， '51)。その原|主iは甚だ惚雑多紘であるが，大

日Ijして杭物の形態，組織，生長(;，~';fC闘1系ある主に

物足¥¥的主主要l't¥と，布n物休に合まれ又は形成される
物ftが，昆虫の正常な殻百をと制限し或いは昆虫が

その物買をと利 JIJIH来ないと考えられる化J事~I"J嬰!k!

とに匝i別するととが出来る。マメシンクイガのJ;t}

合にぽ， その!M!{A:1f玄米だ不明で・あるが， 今日ま

での積々た調布結果からは，刊に大]立の3だの生長

及ぴ車11誠一の!早させ;が聞係しているように:.}jえられ

た。フド:文に於てはその見liにイIIJ等かの手111.りを作る

日的で、行った質験及ぴ調布結果についてMbベる。

との研究を行うに岱り，格好I懇切なる御指導ー

左賜った犬飼背夫・内川登一両教授並び、に波法千

1!.J助教校に釘して厚く感謝の立を去する。又1市:々

な御按l1)Jをいただいた北大法.r;.~部昆虫準教室中品

敏夫IWてiゴ庇びに教室[-1諸氏に釘しても深謝の立を

去する。

11調査

材料及び方法

前夜材料ぽ第 2~(H.に:iliべた試験h\ìいおから採取

した。とれらの材料ぽえ去の各1111和のl¥fJ花!肢が多

く揃った 8月4円，任意の株の任意の首iに開花し

たものに小形セルロイド板でJ認識したものであ

第 1圃

... ー

矢f:pからんエチンをさしこみ日感を読む。



北海道大県民 f'!J， 'i'fll紀要;

illiJ定者Mなぽ英では和子生t11¥lの1'f包ι紘に近い部分，
:HU之では)J汽吉1¥に近い部分及び1-11古1¥及び下部であ

ろ。とれらの日行調布の 1回のil!1J定111i1休蚊は各ilIi加

とも 6災宛で， I:h)!:~掛け脱」ば 2:{，íi.兆が少ないた

めに 3:{，なwをilJいたが他1111，f市:はすべて2粒Jj)lとし
プc。

前夜中l;よ!!o

(A) 茨長及び災恥iの生長

各tit'l 1'íJi:vyð:ミ長の ìl!1l'~~.LI'"均'111\ 乞j，'，，\1示すれば，第

21，.，;;lv)女nくであり，英恥1ば抗 1去の虫11くである。

134 

る。との椋識の際， I司・花組の他v)il~liÛ し易い花

及び子}j}は若干除去した。災長及び長引iM5~ ， IH.J花

後 7Rrlより 3日持にI，u一英に就いてノギスによ

り iJ!ltJごした。和二fの生長吉~:は~DI川に示した者:~Jt.. 
により，和子告は 1C C;レヱチンによる液休n入
訟により，夫々の容も1をと去l'長した。サくに，英及び

和!.tのl'弄さは， fJ山と後16r，l， 26 rl， 361'1 1-1の爽に

);(，tいて切J¥-とし，結¥11投鏡下接n山JliJ微計によりiHltι
した。もとよりとの方法はJE昨な!手さなう:11るには

不池町であるが，本調子tの rHl'~j(ζ る illi和11 \1(/)比iji主

的な禿呉tc調べるには不都合はないと川、われる。

英兵，干.H..lJtび干.f-í-室~/i[jの挫化
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られない。北海辺ーに於てば中生tii， fíJi:の!!日花鹿 I~rl工

7月下旬乃五8n.I~..íl]，マメシンクイガ成.!Üの殻生

11?c'，*.1~1\ぽ油常 8 )j15 R ~25 nlf¥l，との時期!のli¥il
切に於ける卯其111H1ば少なくとも 71'11HI~と嬰ずる。

従って111:0三!!日取に於けるえ部分の附{r幼虫は，英

のさÈ..長十';~JI:前後から後に爽内へifJf入するととがlリj

らかで1ある。 cuc2f1L ~ç 2 I"，，¥!ゑ会!1m。

花

第 21而|及び、第1去に11[]らかな上うに，旋長及

び英析ぽI\:~花後 10 日頃より念速に{III長し， H)~22 

日に至って停止する。日Jlち 8)14日開花したもの

は， 8月初日までには爽の大きさが'J!.まった。と

れらの結果は従来のJ:II見(古谷・久木:Jj:，1950 :杉

111i， ] 951)と呉なら去かった。又r:/1fi市11¥1で町も英のj三

きさは異なるが，生長S'J.~1去にば:梓しい羽i注.が認め

(閲
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(B)和子の生長及び冊子宝の鑓化

各品種のiWJ定結果は第21而lに|品i示した。杭T

の容払ぽI~:m:後 16 日 ~34 日頃まで、急:波に附加し，

その後利絞慢になり 49円日頃故大となる。 μ[Jち

郁子の一般!大ぽ英の1rtr長が停止する前後から著しく

なる。杭子の生長に↑Ji:ぃ，研T宗の爽と和子との

主主/111ば次第に狭小となる。開花後31日Icfの爽には，

各 jill 杭共とのす;~IUJ が全く認められない。との時

!リ!には杉浦 (1951)が1)べtdl1く，内県!えと和子と

が椛777 してN~者の離脱が!，q~m，となる。間二子はとの

ようなj{}¥態で莱の隔壁;乞叫迫して生長する。かか

る生長。艇~[乞於て，品租tlfHでぽ， rIM~ltD!J"{1 従」

しての和子及び種子去の大きさの器具がある。持!?

し生長速度， q、?に潜入幼虫の行動に閥J[持して注意

すべき杭子宝の~;~IHIがたくなる時期， 内」県J日!‘J万皮乙Jとで科

子とが慌清するH時寺1見期~r叫n主苛等5♀主 tκ乙 tは工著しい!訂日

E芽京}長:司11九1オ来5なLい"、。

(ρC)茨及び

茨災:及び柿皮の桃詰治!Siぱ筑31何凶凶司iの女如i口iくでで、ある。 H¥J

ち，実はぷIU[I]腕(A)，柔組織居(B)，繊科f~組織層(c)，

内-*1主事IIが住居(Djから，和皮;工夫!主j膏(A)，時計ml*iH

Hí，~(B\， :支持II制時(CL 子;\I!表情IのMfl~~(D)から成る。

マメシンクイガの幼虫が正常な波打た逢げるため

には， とれら 8唐の車1I織をと貫通して子葉に喰入し

なければならない。従って，とれらの組織の厚さ

が幼虫の死亡率の35呉('1:1剃係があるかどうかを調

べる必要が辿る。ここで，爽及び~f.ifu之のìWl'~ごt.'i:m

1ま第 2~第 5 去の虫n くである。

第 3厨 爽及び磁皮の憐EE限式/i;ij
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第 2表爽の組織の厚さ (μ〉

¥ζて7二;叫'f.fJI::l 11 20 I VnI cm:J花後 161]) 30 I国〔開花後お日) 9/ R C開花後36日〉

品内切竺11 A 113--1子1D-I叶λ1B-j-c-I -D  1 m.ド「五戸両下「
十勝長葉 15i 4升 71I 1叫 689;14ml72ll判 7札 15I 5州 71 1， 1判制
中生線 13' 455 I 58! 78 I 604 i 13 501 69 i 170 753' 13 I 558 I 70 I 165 '1 817 
長来線 i 悦 17 6181 72 1 136 843 I 16 i 669 j 731182! 940 日 682 75 I 1741945 

1[1 1[:，光泉 17 559 68 91 73ラ 15!卯 74i 176 1 8日 15I 598， 72! 172 i 857 

晩ルー光泉 14I 650 1 72， 130 86ラ 16 '702 72 1 18ヨ1， 9765  I 728 72! 173 I 9邸

、二とご子一一 Hm査)J11 11 
RJ\\紺帥注~I!
1 楯石¥守分 li

十 j隊長業

中虫干*

長架線 1 ~虎

中生光黒

晩生光黒

第 3表 積JXの組織の厚さ CIJMi'(iC，μ〕

201¥111 (開花後¥6 11 ) 30 I ¥111 (開花後26日) 9 I K (開花後36日〉

AI 竺 1__cJ~J亙 t~L~_1~] iJil:-li正|土Lcl¥D1 nt 
::llzl:zJ;;lzl:::::l:;;lzlzJ12l:::lzuzlz; 
jjlijjliililijilli:;::l:;llijliliilEiJij 
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川被名 ¥¥j."....l!!!'.，.'

!隊長

主~ 1 

?と

jf; 
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山
県

五Z

十

中

長

中

山

町

のFGiffllj以外の部分から穿孔する比i院I'I/'J時な例で

ば， とのキ11織につき;なり柔*ll織JThi'<e仙q'illノた米，

幼虫は必や死亡する。とれらの熱から臓器|キ11織居

が幼虫の位入をi山ぐ lr(嬰お:堅守あるととI，;t疑いな

い。然るに大多数の幼!.:ttは背包忠良の雨側から潜入

するが(桑111，1928，'38:内111'同IJ¥，1940:出品-

hnj'r， 1953)， とのrfl¥分f;t端部I'*ll撒暦の不可合郊に?:?

り，その!音が干m月」くJ1.つ隙Ii'dがあると el玄関l味あ
る :ml~)Cである \i'X~ 4 lil，'il及び、I，'!iil版ゑjiiiL

グくに君主!えの f'メさ f:ì I:~'IHíji'llifてネ干しいづfこカZJZめら

れないσ 一般に誕の{rj1lx::q支'jq時lfJくなるがlIilもな
くj'，itくなることiJi:'!'1Jったo X.茨と異なり，部分的

[1: ~f干しい;Jn5Jt，がある σJ!1lち茨守ずる)J汽部j\ftili:

ヵ:~!;だ J'7く，オく ~íÇILIご亡[訂‘って f\tí くなる o l'市r
j宗:lL1~~入 11 1，ろj~1，ζ マ式シンクイガの幼虫I主，都)}Llz:.

ノト孔をとあけて子主L~tτ11食入1る。 とのJI>l::.{，jJの11食入孔

Itr̂J;日皮が{l中子に¥ififtiLrとい時!m，i免すれば手積
T宗に~;&Ii\!があって茨 [Äj!c.出入し1ó，}J !1~iJ:; n 111に
柿iJZ夫ilíÎ を:歩行出来る f1~jJ切にぽ， 夕ダ殆了百f:んどz航取1皮J之乙の4
i部月;刊I品日μi以以よyユ}，、下で'~引l日』与[: ~.にc.ぐこご一下lご古部仏 lに乞 1 多い([，'"刈;リ\1版版要匁法R照n引ü が， その部分

はfi~1之のiはも t-~lぃ部分であるととも間味深い。L![J

ち， -)幻幼ゴ力j丘虫uは士茨]及企えLび、干仔，]町?
(に1:.11喰I喰食入ずzる，1'削頃向がi祁忍められzるJo

英のFLさI;}:調子t時jtJ¥(1:.より具なり， 2だの{r!1長
期¥(1ニ於で利)'r!1ぃ。.5又仁!川iL日l1刊I{抑市市引‘1川|

い「長長ゐ1型葉?定"槻間 1J1加1)(むJ， jll危生光~I:U は和浮い傾向があ

る。然し織相手n械!すの 1早さにはITìんど ilJl和Iin~れ~!~

が認められない。マメシンクイカ、、の幼.ruが突に穿

~1ílM:ft組あ喰 U11切りと幼虫の計十入孔第 4闘

孔するlJ;j介， との組員*ll;~，n織JE?を主1・訪日 iオけなに死亡

するものがiえも多い。更に幼虫が英の¥'，下縫合総
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111費駿

材料及び、方法

貨肱材料とした爽ぼすべて前rYiの調夜lliil場に

於て，8)j4日開花し，同円l乞標識されたものであ

る。とれらの英ば8月18日，阿部日， 9JJ6日の

3回にJl.り，マメシンクイガの舶化前日のJj!jが2

粒宛英一卜.に:f%2f.置された。それは夫々夫の何l 長 J~n

(開花後 14i=l)，英の fit' 長停止後の租一子の肥大盛J~ll

(開花後24日)及ぴ内果皮と相子とが統7*した時

期(開花後33日)に和合する。卯のJ妄杭ぽ各回共

1，fl，杭20英宛時入痕のない英に行った。とれら

l l-

の接和英ぽffi卵と他の幼虫の潜入をと防ぐために，

長方形のセロファン袋で、裂い，英柄の部分で、高mい

針金でー止めた。乙の-;;法ぽT?íj~fの珠1，1fi調査によタ，

Zだ，日:子及ぴ幼虫にf:tq'!J;に異常が認められないこ

とを椛めてあり，本'貞験に於ても同級で、あった。

卯の~[集及び、接和方法は沼 1 報と同様である。か

くして 9 月 18~19 Hに概ね箔 1報と同椋な方法ー

で調布:在行った。

買験結果

水質験から得られた幼虫の死亡率ば第6去の

如くである。幼虫の死亡率ぽ接種時期により打i異

なるが，品種IHJでaば何れも同J誌な傾向が認められ

ヱI呪 j死亡率

ヲ五

73.73 

3ラ.3ラ

74.49 

3日，19

35，31 

る。 μ[Jちl則投の虫rIく「長実視 1批」及び「一"H3j:長 (抗7去)0

葉」の死亡率ば著しく戸:jい。同総な結果ぽ同年の 次にとれらの死亡幼虫を茨の組織'I~ と組織:Et

hlil場に於ける任立株の抜取調布で、もl切らかである 迅後に英内で死亡したものとに両日目すれば第8去

百百114:JlL12dlJ十五ιiI官



138 北海道大革段[}~ :~1~ ;車己主主:

の虫nくであるο

幼虫の死亡率f:ì接加時期!の ~11濯にかかわら

や，英の車II織下1 1 よりも英の内部に於て I~':iい傾向が

るる。刊に幼虫の死亡率が出iい!日1腕で、l工，との英

内死亡率が日立って尚くなっている。英r:kJ死亡率.

を1Jlに幼ruが柿!主に喰入前に死亡したもの，和子

に喰入1-11又ぽ日食入後に死亡したもの，柿j皮主又は杭

rに附l喰氏入ナる泊が1河J:r1i:一了.ο生長が十作F王~J止l

したもの(以ドI排i件1に“吋イ二拾死，，~と νい、う引) ， 位入);向の

;il:¥';i央(柿子主と)又割方向に穿孔してifきづまる)等

にlr'r!~)Jlji-れば~(~ 9去の虫"くである。

第 9表 幼虫の爽内死亡率の内認 C~の

てと-uいち守 11 n食 入 前 11 n食 入 後 11 純子生長停止 l方向主ii 設 I1不明
日3 稀ιE竺~JI机判明l~/R 1[18/1m 2~~mi~-I'R 111柵|川|6/KIll叫川16/kl(2m
つ子五一長葉 1140∞I 3弘1到 166711 4叫 2ω162.50!1 36∞ 01 011 01 01 叫 284
1¥1 生概 1118.181 50.001 40.00:1 27.2引 0120.00:1 9.091 01 011 9.091 01 叫 o
長葉線 l披 il11.761 50.001 35.7111 5.岡 14.291 42.86~1 珂.821 7.141 ol[ 01 01 3.5計 o
中生光黒 II10.001 30.0例 50.00:120.001 01 0:1 30.001 10.001 0!1 0) 01 叫 10.00
晩生光黒 li22.221 38・46157.14il 5561 01 0;1 38.891 15.38: 011 01 01 刷 8.83

第9去によれば，幼虫の茨r̂.J死亡率ぽ千均す

れば種子にI投入前のものがよ-:J率となる。とのとと

は，肢に報舟した結果と異ならない。然し幼虫が

英内で死亡する部分や航態ぽJ真相n11により，抗
すすれば茨の生長胆度により呉たる傾向が認めら

れる。 μ[Jち(1)爽の11!1長)kl!( 18/ VIII )に出入した

幼虫には不稔死が認められ，その比率ぽfl:!1生保J
"{c除き，一般に高率である。 (2;和子と内l即之とが

特着した日寺Jkll( 6 ! IX)にtf'li入した幼虫ば， r:，~fj市に

より， f.J1t子喰入後の死亡率が正:jい。 (3)とれらの傾

向ぽ従来から比較的高い死亡E存在示している長架

系統のliJ1杭に著しいのグくに数字でl玄去現出荷えない

観察結果のうち，注意すべき拙を記述す、る。夫々

同円にJ京市した光f.l;~系統と長喋系統の!日杭佐比較

すると， Tiij者首幼虫が英内をあまり歩き廻ら歩、に

純子に11食入し， :l*lr食部分が大きく，幼虫の護育も

良い傾向がある(第6~去悲 II日) 0 f!.~るにi後者ぽ{ífrJ­

に出11々 とIlfr入しつつ移動するととが多く， lIJJらか
にi給食部分の改鑓役{制ょなくされているように見

える。叉幼!I(の護育が一般に不整←・1主傾向があ

る。而してとれらの現象は特に 8JJ 18 F1， 9 n 6 

日接相のものに多く認められた。

IV考察及び結論

一!こJili;のNVJ夜及ぴ賞険料1mーをと要約すれば下記の
虫nくである。 μjJち， 1J I，:JIlした.A::r，;I~1 ¥ 1¥ fílì~で、は

(A) 英長，英qJh¥，郁子"&ぴ郁子:去のんきさ，英の

!以さに於てdMjll/i IJ:;~\Wが;Zめられた。

回)茨，紐1え及び和子の生長'lsJ主，郁子宗の岱1m

の減少経過9 実の繊維組織磨のりさ，柿1皮主の!厚学

さ子等宰にfぼ玄者:しいfJ!

(C) 幼虫の死死-亡芝率卒李~fぽ土接f杭雫H時干f邸明q明i の虫如如I日l刊や何司山lに〈かかわら寸や下，

従来の失nJò と|司校な著しい品抑IHI~r弘?~~がある。

イD) 爽に於て幼!l(の死亡する部分は接部:時期!の女n

何にかかわらや，爽の中1[純111よりも英の内部に

多い。而して茨の内部に於ける幼虫の死亡JlJ¥態

f~-:-1~{if(時期]及び、品和により異なる。

以上の結果のうち， 2 ・ 3 の~m五時]í*~'C kJ~いて

考察佐試みる。

ACとの|制係:英長，英中iiz，和子及び積子宝

のkきさには， もとより 11川市の特徴としての~:rl這

がある。然しとれらの諸形ftと幼虫の死亡率との

相附聞係f:i，少なくとも本械に 1JI，川した 1\IW~rで白は

認められない。災の l!Jさに )~!Æ いても/lîJ校丘ととが

ヲfえる。

BCとの|制係:茨，和了子.及び

和子室の減少奈務絞iEi過lぽ士各}品!L山jAlリ1柿Rとも三北若守年1しく呉なら 2友
= 

いの接部賀験ぽ各M，Hr とも Dl~花後-~~の時日に，

ー去のJI!J隔で行なわれている。然るに幼虫の死亡

率応接杭時lPlにかかわりなく，仰れも同傾向の著

しい品研lJIW，':呉が示された。とれらの結果から，Zだ

とその内部の11寺山1(J切丞化f:t，幼1(のタ己亡率の M4_~t
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IlIJ禿具を左右する直接の妥凶とはならないと言え

るであろう O 三歩;に爽の繊維組織唐及び、極成の!豆

さも亦死亡率の差異e闘係、ばない。何故ならば，

それらの釈l織唐ぽ部分的には確かに幼虫の租子喰

入を防ぐ乙とが出来るが，多く lの幼虫ぽ，それら

の組織唐の空隙乃至上ヒ1剣l"JiJJj:い部分をl'fuいて組子

に喰入ずる傾向がるり，日.つZだのキ[j織中に於ける

死亡率には著しい品有nll¥ι'，;::異を認め難いからであ
る。

AD， BDの開係:爽の大いさ手さ並び‘に

それらの生長ぽ，幼虫の死亡率の品種tH.11'i~異に殆

んど聞係がないととが明らかで、ある。英のや11長期

に接種したものでぽ，不稔死が認められるがとれ

ば長葉系統の1171種に比較的多い。大豆の生辺11的と

考えられる不稔ぽ，~のやjIK.J9))う至和子の肥大初j

J~rHζ 多く，との時期!の爽内ぽ内果!支が英の方に W，'

着して判然と隔敵された純子宝佐形成するため，

幼虫の積一r室IiIJの移動が114難なようでるる。それ
故，爽ドjl'L.市入した;t'j愉幼虫ば，それ以前に起っ

た生理的不稔によって死亡する場合があるであろ

う。然しながら，第1報にjA;べた貰験結果からlリj

らかな女11く，枝子の不稔ば木容虫の幼虫によって

殻生ずるととが可成り多い。従って幼虫の潜入→

不稔の殻生→幼虫の死亡という闘係も亦認めたけ

ればならたい。而してかかる不稔死ぽ長葉系統の

IIA積に多いように氾われる。1!iに長葉系統の 11 ，~lFf(

では内果伎と粒子とが桁荒した時期!に潜入した幼

虫が，郁子11食入後死亡する場合が特に多く認めら

れた。幼虫は相子に頭'i}f，を突込んだまま死亡して

いるのが屡々観察されるのである。その死Ik1f土利

皮の1早さや，その時WIJ的礎化を以って説明すると

とが出来ない。

結局幼虫の死亡率の11Mif(llIl'i';:呉と，英と組子

の:えいさ，爽 è種皮の!手さ並びにそれらの時j~I l(I'~

鑓化との1111にぽ， 45にiiこなすべき闘係をとえkめると

とが出来なかった。卒ろ1JI;fIjした品種中で、は，雨

者の僻j係が殆んどないととを託i:lljjしたと言えよう。

もとより，かかる死亡率の比較的主主主ぽ~'f;)(的

にも，地域flりにも皆勤し易い若干の例が知られて
，;I~. り，他 J:j ， 大J，l.の爽や和子の生長~~皮の虫nきも

I;u肢であるかもしれない。然し本害虫の場合， i品

去3伯・(，j.'..の結果VJ:"'h;;に長葉系統のrl"I'f-iltが白iい死亡

き存在三示している。又大主主の英や粧:子の生長に除!ず

る本調布結果は，異なる地域，年;)(及び、IlJ1離によ

り調布された従来のう，J1見(収/:1'.)と対んど異ならな

い。とれらの事貨は幼虫の死亡率のd~f:!D:II\1差異が

大If..の耐虫性の1要因として主要主主意義自ごもっと

とを示すものと考えられる。而してその要因をと廷

に迫求するためには，本容丘!の幼虫と大!FLの右Ii:子

との皆養生J!l1f

る。

V 要〆約

(1).本報告は大豆主主llh杭の爽長，莱脳，極子

及び在i子室の大きさ，英及び和w乙のキ[j織の厚さ並
び、にそれらの生長の品種11\見.'異を司~l奈し，同時に

J接主去-租毛E
丘虫{死己亡.互率容のrlrHA.，'去芸去'(:宇1三:呉に;就1批沈いて桧員E詐討工4否;Jし7た乙O
(2). 幼虫記亡率J工夫及びその内部の時期的鑓

化にかかわらや， j.tl傾向のlりj脈な!日¥H:Ii¥I);::こ呉があ

り，長葉系統の11111輔が常に尚三与を示した。

(め.かかる死亡率の~':::と，調主した茨及び種

子の日者:11予ET及びそれらの鑓化とのli¥I['Cぽ，刊に1t，

;立すべき除!係がないととが説明された。
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園版説明

]. -1・1段長楽の爽の礎化

2. 長業課 l減の爽の槌化

3. 椅子&.び種子室空/l司の盛化く中生光黒〕

4. ~起の背包線附近の組織 C 1司 上〕

5. 幼虫の市入痕(矢印〕

6 幼虫の死亡(矢印の小孔が爽の組織を貫通じて

爽の内部に侵入した痕跡。そこか

ら穂子の右飢IJの組織中で死亡。干'11

子は加害されていない〕

7 第 1~2 齢幼虫の最初の干電子日食入孔。

8. 爽 1二の卵殻。
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